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JDS生×人事院職員

人事院近畿事務局主催、行政官交流会を開催

来日前の現地日本語研修（100時間）を各国で開始

東京農工大学 JDSウズベキスタン留学生

東京オリンピックについて、流暢な日本語でスピーチを披露

世界の朝ごはん：ブータン
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2022年 6月 20日、人事院近畿事務局からのご提案があり、JDS 留学生と人事院職員による交流会が開催
されました。本会には、JDS 留学生 12 名、人事院職員 4 名が参加しました。冒頭、二井矢局長より留学生へ
むけた “Outline and Features of the Japanese Public Employee System” と題した日本の行政について紹
介する講義があり、その後グループに分かれて、活発な意見交換が行われました。

参加した留学生からのコメントでは、「日本および他国 JDS留学生
の出身国の人事制度について学び、母国の制度について振り返る

機会となった。特に公務員の評価制度については、改善の余地が

あると痛感した。」「非常に有益な会なので、より多くの JDS 留学
生に参加の機会が与えられることを希望する。来年の第二回開催

を検討していただければ嬉しい。」と参加者の反響は非常に大き

く、感謝の言葉と共に、さらなる行政官同士のつながりへの期待を

込めたコメントが多く寄せられました。

グループディスカッションの様子



今年 2022年春から、JDS実施中の 16カ国で JDS留学生の来日前に現地での日本語研修プログラム（100
時間）が開始されました。本研修を通して、日本への理解を深め、地域や大学でのコミュニケーションの円滑

化を図ることで、真の知日派・親日家の育成を目指しています。

今夏に来日するまでの短期間に日本語を身に付けるため、JDS 留学生は平日の公務の後や週末に日本語
の授業に参加し、基礎的な日本語を学習することから始めて、基本的な日本語をある程度理解できるレベ

ル（日本語能力試験レベル： N5）への到達を目標にしています。

なお、留学生の中には、早速習った日本語を教室内の友人や日本人に使う者もでてきて、「こんにちは！」

「お疲れさまです」という声が教室の中で飛び交っている様子もみられました。

JDS ウズベキスタン生として東京農工大学に留学中の
OMONOV Aziz Samievich氏が、12月 12日に一般社団
法人小平市国際交流協会（KIFA）主催の第 7 回小平市日
本語発表会にてスピーチを行いました。

スピーチのテーマには、2021 年に開催された東京オリン
ピックを選びました。コロナ禍で開催が 1年延期となった
ことや新競技の追加、各国のメダル獲得状況などについ

て、多くのイラストや写真を含んだスライドを準備し、流暢

な日本語で発表しました。当日は 100 名以上の聴衆が参
加する盛り上がりで、後日KIFAの機関紙にも発表の様子
が掲載されました。

「日本人、日本文化、そして日本語に尊敬の気持ちを抱い

ています。日々の生活の中でも私や私の子供たちは日本

語で話す機会が沢山あり、この 2 年間、積極的に日本語
を勉強してきました」と述べる OMONOV 氏。今はお子さ
んと日本語で話したり、土曜日に開催されるKIFAの日本
語教室に参加するなど、さらに日本語に磨きをかけてい

るとのことです。

OMONOV 氏は、東京農工大学で修士号（Master of 
Agriculture）を取得。博士課程で留学する今回が、2 度目の
留学となる。今年の春から、お子さんも日本の小学校に通っ

ている。

来日前の現地日本語研修（100時間）を各国で開始

東京農工大学 JDSウズベキスタン留学生

東京オリンピックについて、流暢な日本語でスピーチを披露

真剣に日本語を学ぶ様子 （キルギス生） 習字を披露！（モンゴル生）



ブータン王国はヒマラヤ南面山麓に位置し、国土の約半分が標高 3,000m以上あ

ります。亜熱帯気候の南部と北部の高低差は 7,400m以上ありますが、多くの国

民が暮らす首都ティンプーも、標高 2,320mに位置する高山気候です。そんなブー

タンでは、唐辛子の消費量が世界一とも言われ、香辛料ならぬ「野菜」として国

民に愛され、料理にもふんだんに使われています。今回はそんなブータンのあっ

たか朝ごはんをご紹介します。

『スジャ（バター茶）』

主に朝食時に飲まれる定番のお

茶。地元の茶葉を煮出したものに

バターを混ぜ、塩をひとつまみ加

えます。見た目はココアのようで

すが、バタースープの様な味わい

で、冬の朝に飲むと体がポカポカ

温まるそうです。

編集後記
JDS Network News（JNN）をお読みいただき、ありがとう
ございます。

新型コロナウイルスがまだまだ猛威を振るっていますが、

今年は JDS留学生の一斉来日が可能となりそうです。

約 250名もの JDS留学生が、夏に一斉に東京に降り立つの
は、3年ぶりのことです。彼らには、大学入学前にオンライ
ンと対面のハイブリッド型研修を受けていただきます。国

を越えた出会いによって、新たな繋がりと更なる学びが生

まれることに期待が高まります。

留学生の来日の準備でオフィスが賑やかになってくると、

「懐かしい夏がやってきた！」と喜びがこみあげてきます。

JDS 事業に関するご質問がございましたら、お気軽にメー
ルで弊センターまでお問合せください。また、本誌へのご意

見・ご感想もお待ちしております。

【お問い合わせ先】
一般財団法人日本国際協力センター（JICE）
留学生事業第一部留学生事業課広報担当

E-MAIL: jds.PR@jice.org

『トゥクパ』

トゥクパは麺を入れたスープで、

鶏肉、牛肉、豚肉、野菜が入った

いわゆる日本の煮込みうどんに

近い料理です。特に冬場の寒い時

期に、体を芯から温めるために食

べられているそうです。

『バトゥプ』

牛肉、玉ねぎ、ほうれん草、大根、

トマト、ニンニク、生姜、唐辛子

などで作られたピリ辛なスープ

に、きしめんやすいとんに似た歯

ごたえのある麺を入れて煮込み

ます。作った日の翌朝食べるバト

ゥプは、味がしみて絶品だそうで

す。

SugaThukpa Bathuk




